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　3月16日（月）・17日（火）の2日間、
スラブ・ユーラシア研究センターで国
際ワークショップ「帝国の世界秩序と
その後：20世紀の中東におけるアメリ
カとソ連の勢力圏の興亡」を開催しま
した。本学の戦略的国際パートナー校
である米国マサチューセッツ大学アマ
ースト校（UMass Amherst, UMA）
との共催で行われたこのワークショッ
プは、1年前の3月に共催したオンライ
ン・シンポジウムで得た興奮と着想を
発展させたものです。UMA側の組織
者は、ユダヤ・近東学部長のディヴィ
ド・メドニコフ准教授です。本センタ
ーは令和4年度より、文部科学省の「教
育研究組織改革分」の概算要求として
得て、「領域を超えた地域研究振興の
ための拠点形成」とその関連プロジェ
クト「国際的な生存戦略研究プラット
フォームの構築」を遂行しています。

このプロジェクトは、欧米中心の世界
秩序が終焉を迎えつつあり今後の世界
の戦争と平和がロシアと中東に係って
いるという見立てを持ってきました。
UMAの中東研究者との協力は、本セ
ンターが担う地域研究の機能を強化し
拡大する上で極めて重要な意味を持っ
ています。
　欧米主導のグローバル化の始まった
1870年代からそれが終焉を迎えようと
している今日までを「長い20世紀」と
捉え、英国/米国とロシア/ソ連が中東
の諸国と諸民族と紡いできた複雑な関
係について、2日間で6つのセッション
を設けて議論をしました。中東におけ
る帝国主義と戦争の歴史は、重層的な
現地アクターの旋律を捉える対位法的
なアプローチが有効であり、これは他
の地域でも有効であること、国家と社
会との垂直方向の相互関係と合わせ

て、抵抗する人びとの抵抗の水平方向
の連帯も統合的に考察することが肝要
であること、グローバルな資本主義は
地域の資源を確保するために、その調
整役として権威主義体制を必要として
いること、グローバルな流通の変化が
小さな民族の手工芸も変容させるこ
と、帝国の存在と交渉することがナ
ショナリズムや国家の輪郭を規定して
いる一方で、大きな変化の契機を作り
出しているのは大国ではなくむしろ中
東の人々自身であること等が論点とな
りました。折しも、米国とイスラエル
がイランと戦争を始め、ウクライナ戦
争とも連動するようになっていますの
で、ワークショップは大きな関心を集
め、2日間の参加者は海外からも含め会
場とオンラインで延べ231名でした。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

米国マサチューセッツ大学アマースト校とワークショップ
「帝国の世界秩序とその後」を開催

2日目午後のセッションの様子 集合写真

　2月21日（土）・22日（日）に、北方
生物圏フィールド科学センター植物園
で公開講座「冬の植物園ウォッチン
グ・ツアー」を開催しました。本講座
は、小学生とその保護者を対象に、冬
を生き抜く生き物の姿を観察し、生物
多様性について学ぶ自然観察プログラ
ムです。冬季閉園中の園内を歩ける貴
重な機会として毎年実施しており、今
年は小学生9名と保護者8名の計17名が
参加しました。
　参加者は、はじめに園内での注意事
項を聞いた後、名前を伏せた5種類の
マツボックリの中から1つを選び、首か
ら下げて散策を始めました。園内に生
える数種のマツを観察し、それぞれの
幹や葉、マツボックリの形の特徴につ
いて職員の解説を受けながら、自分の
選んだマツボックリがどの木から落ち

たものかを確認しました。違いに気付
いたり、特徴を照らし合わせたりしな
がら、答えを探す様子が見られました。
　園内の博物館では、野鳥やエゾリス
の剥製を手がかりに、マツの種子と動
物の暮らしとの関わりについて理解を
深めました。また、野鳥が枯れ木に作
った巣穴を観察し、自然における枯れ
木の役割についても考えてもらいま
した。
　その後、イタヤカエデの樹液を味わ
い、「甘い」「少し苦い」といった感
想が聞かれました。散策の後半にはス
ノーシューを着用して雪上を歩き、最
初は歩きづらそうだった子どもたち
も、次第に雪を踏む感触を楽しむ様子
が見られました。今年は積雪が多く、
スノーシューの効果をより実感できた
ようです。

　散策後は、園内で採れたマツボック
リや木の実、枝を材料にして工作を行
いました。素材の組み合わせを試しな
がら、全員が思い思いの作品を完成さ
せました。参加者からは「マツボック
リのことが良く分かった」「とても楽
しかった」「工作をまたやりたい」と
の声が寄せられ、保護者からは「樹液
を飲めてよかった」「夏の季節にも来
てみたい」といった感想も聞かれま
した。
　4月29日（水・祝）からの夏季開園
に向けて、多くの方に植物園の魅力に
触れていただける機会となるよう、今
後もこのような活動の継続を考えてい
ます。

（北方生物圏フィールド科学センター）

冬の植物園ウォッチング・ツアーを開催

園内のいろいろなマツを観察 イタヤカエデの樹液が出ている様子を観察

スノーシューをはいてマツを観察 マツボックリや木の実を材料にした工作




